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10
月
１
日
か
ら
「
緊
急
地
震
速
報
」
が
始
ま
り
ま
し
た　

■
緊
急
地
震
速
報
と
は

   

緊
急
地
震
速
報
は
、
気
象
庁
が

平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら
広
く
一

般
に
向
け
て
発
表
す
る
新
し
い
防

災
情
報
で
す
。

地
震
は
、
Ｐ
波
と
呼
ば
れ
る
小

さ
な
揺
れ
の
あ
と
、
Ｓ
波
と
呼
ば

れ
る
大
き
な
揺
れ
が
来
ま
す
。
緊

急
地
震
速
報
は
、
こ
の
Ｐ
波
を
と

ら
え
、
地
震
の
規
模
や
震
源
地
を

予
測
し
、
大
き
な
揺
れ
の
Ｓ
波
が

来
る
数
秒
か
ら
数
十
秒
前
に
発
表

す
る
も
の
で
す
。

気
象
庁
は
、
地
震
波
が
２
点
以

上
の
地
震
観
測
点
で
観
測
さ
れ
、

最
大
震
度
が
５
弱
以
上
と
推
定
さ

れ
た
場
合
に
、地
震
の
発
生
時
刻
、

発
生
場
所
（
震
源
）
の
推
定
値
、

地
震
発
生
場
所
の
震
央
地
名
、
震

度
４
以
上
と
推
定
さ
れ
る
地
域
名

を
発
表
し
ま
す
。

こ
の
情
報
を
受
信
し
て
、
列
車

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
す
ば
や
く
制

御
さ
せ
て
危
険
を
回
避
し
た
り
、

工
場
、
オ
フ
ィ
ス
、
家
庭
な
ど
で

避
難
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

被
害
を
軽
減
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、緊
急
地
震
速
報
に
は
、

情
報
を
発
表
し
て
か
ら
大
き
な
揺

れ
が
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
は
、

長
く
て
も
十
数
秒
か
ら
数
十
秒
と

極
め
て
短
く
、
震
源
に
近
い
と
こ

ろ
で
は
情
報
が
間
に
合
わ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
く
短
時
間
の
デ
ー

タ
だ
け
を
使
っ
た
情
報
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
予
測
さ
れ
た
震
度
に
誤

差
を
伴
う
な
ど
の
限
界
も
あ
り
ま

す
。
緊
急
地
震
速
報
を
適
切
に
活

用
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な

特
性
や
限
界
を
十
分
に
理
解
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
山
崎
断
層
の
存
在

   

兵
庫
県
南
部
に
は
、
山
崎
断
層

（
正
確
に
は
「
山
崎
断
層
系
」
と

よ
ば
れ
る
、
長
さ
20
㎞
未
満
の
７

つ
の
活
断
層
か
ら
な
る
活
断
層
群

で
、
総
延
長
は
１
０
０
㎞
近
く
に

達
し
ま
す
。
こ
の
山
崎
断
層
系
の

草
谷
断
層
を
除
い
た
西
北
西
か
ら

東
南
東
に
の
び
る
活
断
層
群
を
一

般
に
山
崎
断
層
と
い
う
）
と
い
わ

れ
る
活
断
層
が
あ
り
ま
す
。

山
崎
断
層
が
８
６
８
年
の
播
磨

地
震
の
震
源
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
く
、
そ
の
後
千
年
以
上
も
大
地

震
を
起
こ
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま

た
、
活
動
周
期
か
ら
み
て
、
播
磨

地
震
か
ら
１
、１
３
９
年
が
過
ぎ

た
現
在
、
山
崎
断
層
系
西
部
が
近

い
将
来
に
大
地
震
を
起
こ
す
可
能

性
は
小
さ
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

地
震
発
生
の
数
秒
前
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
、
身
の
安
全
を
確
保
！

中安小学校避難訓練（平成１８年１月１７日）
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■
緊
急
地
震
速
報
の
入
手
方
法

■
一
般
的
な
情
報
入
手
方
法

●
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
緊
急
地

震
速
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

●
携
帯
電
話
に
よ
る
受
信

一
部
の
携
帯
電
話
各
社
に

よ
っ
て
、
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
地

震
速
報
の
配
信
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
携
帯
電
話
各

社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
施
設
の
館
内
放
送
な
ど

緊
急
地
震
速
報
の
館
内
放
送

に
対
応
す
る
施
設
で
は
、
館
内
で

情
報
を
知
る
こ
と
も
可
能
に
な
り

ま
す
。

■
専
用
端
末
な
ど
を
利
用
し
た

情
報
入
手
方
法

●
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
す
る

専
用
端
末
や
、
表
示
ソ
フ
ト
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
へ
緊
急
地
震

速
報
を
提
供
す
る
事
業
を
計
画
し

て
い
る
事
業
者
が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
設
置
機
器
な
ど
に
つ

い
て
は
事
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
速
報
を
入
手
し
た
ら

緊
急
地
震
速
報
を
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
あ
と
、
強
い
揺
れ
が

来
る
ま
で
わ
ず
か
な
時
間
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
身
を
守
る
こ
と
を
第

一
に
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

具
体
的
に
、
気
象
庁
で
は
次

の
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

《
周
辺
の
状
況
に
応
じ
て
、

あ
わ
て
ず
に
ま
ず
身
の
安

全
を
確
保
す
る
》

■
家
の
中

家
の
中
で
の
対
応
が
基
本
で

あ
り
、
学
校
や
職
場
な
ど
で
緊
急

地
震
速
報
を
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
と
き
の
行
動
に
つ
い
て
も
、
日

ご
ろ
か
ら
十
分
考
え
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

●
頭
を
保
護
し
、
大
き
な
家
具

か
ら
離
れ
、
丈
夫
な
机
の
下
な
ど

に
隠
れ
る
。

●
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な

い
。

●
そ
の
場
で
火
を
消
せ
る
場
合

は
火
の
始
末
、
火
元
か
ら
離
れ
て

い
る
場
合
は
無
理
を
し
て
消
火
し

な
い
。

●
扉
を
開
け
て
避
難
路
を
確
保

す
る
。

■
屋
外

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
や
自
動

販
売
機
の
転
倒
に
注
意
し
、
こ
れ

ら
の
そ
ば
か
ら
離
れ
る
。

●
ビ
ル
の
壁
、
看
板
、
割
れ
た

ガ
ラ
ス
の
落
下
な
ど
に
備
え
、
ビ

ル
の
そ
ば
か
ら
離
れ
る
。

■
運
転
中

●
後
続
の
車
が
情
報
を
聞
い
て

い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
、
あ
わ
て
て
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
さ
な
い
。

●
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
す

る
な
ど
し
て
、
周
り
の
車
に
注
意

を
促
し
た
あ
と
、
急
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
ず
に
、
緩
や
か
に
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
す
。

●
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、

急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
避

け
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
安
全
な

方
法
で
、
道
路
状
況
を
確
認
し
て

左
側
に
停
止
さ
せ
る
。

■
列
車
・
バ
ス

●
つ
り
革
、
手
す
り
な
ど
に
し
っ

か
り
つ
か
ま
る
。

■
大
規
模
施
設

●
施
設
の
従
業
員
ら
の
指
示
に

従
う
こ
と
を
基
本
に
す
る
。
施
設

従
業
員
ら
か
ら
明
確
な
指
示
が
無

い
場
合
は
、
次
の
対
応
を
基
本
と

す
る
。

●
そ
の
場
で
、
頭
を
保
護
し
、

揺
れ
に
備
え
て
身
構
え
る
。

●
あ
わ
て
て
出
口
・
階
段
な
ど

に
殺
到
し
な
い
。

●
つ
り
下
が
っ
て
い
る
照
明
な

ど
の
下
か
ら
退
避
す
る
。

■
山
や
が
け
付
近

●
落
石
や
が
け
崩
れ
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

●
最
寄
り
の
階
で
停
止
さ
せ
て
、

す
ぐ
に
降
り
て
く
だ
さ
い
。

■
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、

非
常
用
携
行
品
を
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

非
常
用
携
行
品
と
し
て
は
、

携
帯
用
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
衣

類
、
非
常
用
食
料
、
飲
料
水
、
毛

布
、
救
急
薬
品
、
ラ
イ
タ
ー
、
ろ

う
そ
く
、
現
金
、
貴
重
品
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

☎
82
・
０
６
６
０

中安小学校避難訓練（平成１８年１月１７日）
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【と　き】１１月３日（土）・４日（日）【と き】１１月３日（土 ４日）・４日（日日））
センターセ タンター

３３
　 ・作品展示　９時～２０時・ 時
　 ・・
　　　　①１０時～　②１３時３０分～（無料）３時３０分 （（無料無料）））
　４４
　 ・・
     ・・
     ・・
【お【おお問問
　　　　　　　　　　　　☎７８-０１２３☎ ８- ０７８- ０１２３３
※支所建設工事のため駐車場がありません。
　播磨徳久駅東側駐車場、ＪＡ南光支店東隣用地をご利用ください。

１１月３日（土）に、役場本庁舎前駐車場及び佐用商店街で「さよう大収穫祭」が開催されます。

【と　き】１１月１日（木）～３日（土）【と き】１１月 日（木）１日（木（木）木）～３日日（土））
【ところ】上月文化会館及び上月支所町民ホール【と 】上 文化会館 び上 支所 ホ
【内【内
　１日（木）～３日（土）作品展示９時～１７時１日（木（木 時
　３日（土３日（土
　　　　　
　　　　　　なわとび大会 “みんなでジャンプ ”なわとび大会 みんなでジャわ ャ プンプ ”
                                 
　　　　　　パソパソ
　　　　　　　　
【お問い合わせ】上月支【お問いい合わ合わせ】上月支所地域振興課】上上月支支所 興課
　　　　　　　　　　　　　☎８６-１２１０６- １２１０

【と【と
【ところ】さよう文化情報センター・勤労者体育セ【 セと セ

【内【内
 ３０日（火）～１１月３日（土）作品展示土）作品展示示展示
      　　　
     ３日（土）芸能発表　１０時～１６時３０分３日（ ～１６時３０分
                           お茶席　   １０時～１３時３０分
４日（日）４日（日日））俳句大会・短歌研究会

                      　                         １３時～１６時
   　各種バザー・ ふれあい福祉バザー・イチョウ
  まつり　など
～協賛事業～
     ８日（木）～１１日（日）佐用町作家会展覧会
【お問い合わせ】さよう文化情報センター
　　　           　　　　　　　☎８２-３３３６

【と　【と
【と【と センターセンター
【内　【内
３３
　　・オープニング　１２時３０分～０分～分～
　　　　三日月保育園年長児演奏奏
　　・作品展示　    　１２時３０分～１９時・作 ９品 １ ９時時
　    ・カラオケ大会　１・カラ 大会会大会　１
４日（日）
　　・作品展示　             ９時～１６時
　　・芸能発表　         １０時～１６時
　　絵手紙教室・陶芸絵付教室・お茶席・バザー
　　など

【お問い合わせ】三日月支所地域振興課
　　　　　 　　　　　　☎７９-２９８２
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「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
生
涯

学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

理
念
の
も
と
、
心
豊
か
で
た
く

ま
し
い
人
づ
く
り
の
た
め
に
家

庭
や
学
校
、
地
域
が
す
べ
き
こ

と
は
何
か
を
考
え
る
た
め
に
、

次
の
と
お
り
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き　

11
月
25
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
開
会

■
と
こ
ろ

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

　
『
地
域
ぐ
る
み
で
心
豊
か
な
子

　

ど
も
を
育
て
よ
う
』

■
内
容　

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

ブ
ル
ー
ハ
ー
プ
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏

●
記
念
講
演

　

演
題
「
あ
ー
よ
か
っ
た
な　

　
　
　
　

あ
な
た
が
い
て

　
　
　

〜
つ
な
が
り
と
感
動
〜
」

　

講
師　

仲
島
正
教
氏

　
　
　
　
（
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
）

●
実
践
発
表

　
　

佐
用
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

徳
久
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

佐
用
保
育
園
保
護
者
会

　
　

江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
４
２
５

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
、
該

当
す
る
地
区
の
家
庭
・
事
務
所
に

お
い
て
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、
量

水
器
は
８
年
間
の
使
用
を
も
っ
て

交
換
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
で
す
。

　

不
審
者
と
の
判
別
が
行
え
る
よ

う
、
交
換
に
お
伺
い
す
る
際
に
は

町
発
行
の
証
明
書
を
携
行
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
交
換
に
よ
っ
て
み
な
さ

ん
に
交
換
料
な
ど
の
請
求
が
発
生

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
交
換
該
当
地
区　

　

石
井
地
区
全
域
（
一
部
除
く
）、

江
川
地
区
（
豊
福
・
平
谷
・
仁
方
・

福
沢
・
西
河
内
・
甲
大
木
谷
・
乙

大
木
谷
・
淀
・
末
包
・
中
山
・
大
畠
）

の
一
部
、
大
垣
内
、
皆
田
、
来
見
、

桜
山
、
中
上
月
・
下
上
月
・
大
日

山
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
、
多
賀
・
小

山
・
下
徳
久
・
林
崎
・
西
下
野
・

上
三
河
・
船
越
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
、

三
日
月
（
一
部
除
く
）

■
交
換
時
期　

10
月
９
日
〜

　

10
月
25
日
（
予
定
）

※
不
在
の
場
合
で
も
交
換
を
行
い

　

ま
す
の
で
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

※
交
換
に
要
す
る
時
間
は
15
分
〜

　

20
分
程
度
で
す
（
あ
く
ま
で
目

　

安
で
す
の
で
場
所
、
作
業
状
況

　

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

水
道
課　

☎
86
・
１
２
１
２

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

10
月
初
旬
の
検
針
が
終
わ
り
次
第
、
水
道
業
者
が
お
伺
い
し
て
交
換
し
ま
す　

家
庭
や
学
校
、
地
域
が
す
べ
き
こ
と
は
？

　
　
　
　
　

平
成
19
年
度  

佐
用
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
実
践
発
表
会　
　
　
　
　
　

平
成
19
年
10
月
１
日
付
け
で
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
新
規
採
用
】

　
　

◆
消
防
署　

管
理
課
庶
務
係
付　

係
員　

辻　

光
裕

　
　
　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役
場
職
員
の
人
事
異
動

■作品のコンセプト
　佐用町の頭文字であるひらがなの「さ」でモチー
フにし、頭に福祉のハートの帽子をかぶり、暑い夏も
寒い冬も元気に社会福祉とボランティアに頑張るか

　わいい少年が、佐用町の住み良い町づくりに今日も飛び回っています。
■募集期間　１０月５日（金）～３１日（水）【当日消印有効】
■募集内容
（1）応募資格　年齢、性別などは問いません。
（2）応募規定
・自作、未発表の作品とし、１人１作品に限る。
・採用された名称に一部修正または補作することがあり
　ます。
・採用された名称の著作権はすべて社会福祉法人佐用町
　社会福祉協議会に帰属するものとします。
・応募作品は返却しません。
（3）応募方法
　住所、氏名、年齢、電話番号、キャラクターの愛称、
　愛称の説明を明記し、郵送、ファクシミリ、Ｅメール
　で、応募してください。
（4）賞
　・最優秀賞　１点　１万円（高校生以下の受賞者は図書券など）
　・優秀賞　３点　各３千円（高校生以下の受賞者は図書券など）
　　（同じ名称に複数のかたからご応募いただいた場合には、その中から１名を抽選します）
■審査及び発表
（1) 審査　本会選考委員会で決定します。
（2）発表　入賞者に直接通知するほか、本会広報紙や広報さよう・
　　　　　  ホームページなどで発表します（11 月上旬予定）。
■お申し込み・お問い合わせ
　社会福祉法人　佐用町社会福祉協議会　本所
　　☎７８-１２１２　ＦＡＸ ７８- １７００
　　Ｅメール　sayo-shakyo@utopia.ocn.ne.jp

佐用町社会福祉協議会
マスコットキャラクターの愛称（名称）募集
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適
度
な
運
動
は
健
康
的
な

日
々
を
送
る
た
め
に
と
て
も
重
要

で
す
。
み
な
さ
ん
町
民
プ
ー
ル
で

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
一
度
無

料
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
専
門
の
担
当
指
導
員
が

し
っ
か
り
と
指
導
し
ま
す
。

■
利
用
方
法

①
下
表
の
時
間
割
で
希
望
の

コ
ー
ス
、
時
間
を
決
め
て
い
た
だ

き
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
プ
ー
ル
受
付
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
（
お
一
人
各
コ
ー

ス
一
回
ず
つ
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
）。
※
申
込
用
紙
は
町
民
プ
ー

ル
に
備
え
て
い
ま
す
。

②
水
着
、
帽
子
は
ご
自
分
の
も

の
で
結
構
で
す
。

③
プ
ー
ル
使
用
料
も
無
料
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
ス
ク
ー
ル
入
会
の
か
た
は
、

受
付
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
各
コ
ー
ス
の
説
明

《
泳
ぐ
コ
ー
ス
》

　
（
13
歳
以
上
の
か
た
）

　

初
心
者
の
か
た
か
ら
、
上
級

者
の
か
た
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
初
心
者
の
か
た
は
水
に
慣

れ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
上
級
者
の
か
た
に
は

さ
ら
な
る
泳
力
ア
ッ
プ
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

《
歩
く
コ
ー
ス
》

　
（
概
ね
40
歳
以
上
の
か
た
）

　

水
の
中
を
た
だ
歩
く
だ
け
で

は
な
く
、
水
泳
の
要
素
を
入
れ
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
と
運
動
し
て
い
き

ま
す
。
お
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
楽
し
く
運
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
浮
力
に
よ
っ
て
、

関
節
の
負
担
が
軽
く
な
る
た
め
、

関
節
に
不
安
を
お
持
ち
の
か
た
で

も
安
心
し
て
運
動
で
き
ま
す
。

《
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
》

　
（
13
歳
以
上
の
か
た
）

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
水
の
中

で
ダ
ン
ス
の
よ
う
な
動
き
で
運
動

し
て
い
き
ま
す
。
有
酸
素
運
動
や

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
中
心
で
す

の
で
、
運
動
効
果
も
高
く
、
時
間

を
忘
れ
て
運
動
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ど
の
コ
ー
ス
も
初
心
者
大
歓

迎
で
す
の
で
、
ま
ず
は
気
軽
に
体

験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
!!

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
プ
ー
ル
あ
め
ん
ぼ　
　

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
１
２
３

町
民
プ
ー
ル
で
気
軽
に
健
康
づ
く
り

成
人
コ
ー
ス
無
料
体
験
の
ご
案
内　

ス ク ー ル 時 間 割 表
　曜日
時間 火 水 木 金 　曜日

時間 土

13:30
～
14:30

Ｈ２ Ｎ１ － Ｎ５ 10:00
～
11:00

Ｑ６
泳ぐ 歩く － 歩く アクア

１３歳以上 ４０歳以上 － ４０歳以上 １３歳以上

19:30
～
20:30

Ｌ２ Ｎ３ Ｑ４ Ｌ５ 18:00
～
19:00

Ｌ６
泳ぐ 歩く アクア 泳ぐ 泳ぐ

１３歳以上 ４０歳以上 １３歳以上 １３歳以上 １３歳以上
※Ｈ２，Ｌ２などはコース名です。申込書に希望日と一緒にお書きください。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
平
成
18

年
度
収
納
率
は
、
兵
庫
県
下
で

１
位
（
97
㌫
）
と
な
っ
て
お
り
、

住
民
の
み
な
さ
ま
に
は
ご
理
解

と
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
被
保
険
者

の
か
た
の
税
金
な
ど
で
運
営
し

て
い
ま
す
の
で
、
滞
納
が
増
え

る
と
健
全
な
運
営
が
出
来
な
く

な
る
と
と
も
に
、
被
保
険
者
間

の
不
公
平
が
生
じ
ま
す
。
引
き

続
き
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

督
促
、
納
付
指
導
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
り
滞
納

し
て
い
る
か
た
や
、
納
付
誓
約

を
し
な
が
ら
誓
約
を
履
行
し
な

い
か
た
に
は
、
通
常
の
被
保
険

者
証
で
な
く
『
資
格
証
明
書
』

や
『
短
期
証
』
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
末
は
被
保
険
者

証
の
更
新
時
期
に
な
っ
て
い
ま

す
。
更
新
の
日
程
は
、
広
報
さ

よ
う
11
月
号
、
防
災
無
線
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

国
民
健
康
保
険
税
の
公
正
・
公
平
な
納
付
を

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
健
康
保
険

　

裁
判
員
制
度
が
、
平
成
21
年
５

月
ま
で
に
始
ま
り
ま
す
。

　

裁
判
員
は
ど
ん
な
事
件
に
つ
い

て
何
を
す
る
の
？
な
ど
を
映
画
と

裁
判
官
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
で

お
答
え
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
27
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　
（
午
後
１
時
10
分
〜
受
付
）

■
と
こ
ろ　

龍
野
経
済
交
流
セ
ン

　

タ
ー
（
龍
野
商
工
会
議
所
）

　
　
　
　
　
　

２
階
セ
ミ
ナ
ー
室

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

神
戸
地
方
裁
判
所
龍
野
支
部

　

☎
０
７
９
１
・
63
・
３
９
２
０

あ
な
た
も
い
つ
か
裁
判
員
に

裁
判
員
制
度
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ご
参
加
を　
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【　佐　用　地　域　】
月　日 曜日 対　　象　　集　　落
10 月 16 日 火 上町・円応寺・大願寺・五反田
10 月 17 日 水 庵・延吉・北新町・平福上町・平福中町・下町・南新町・海内・桑野
10 月 18 日 木 口長谷・宗行・横坂・口金近・奥金近・奥長谷
10 月 19 日 金 中町・川原町・新町・栄町・駅前・秀谷・山平・大坪・吉福・山脇・真盛・柴谷
10 月 22 日 月 豊福・仁方・甲大木谷・乙大木谷・淀
10 月 23 日 火 山田・西山・山王・上長尾・下長尾
10 月 24 日 水 本位田甲・本位田乙・平谷・福沢・西河内・末包・東中山・大畠
10 月 25 日 木 水根・青木・上石井・若州・奥海・峠・中土居・大船・中ノ原

【　上　月　地　域　】
月　日 曜日 対　　象　　集　　落
10 月 26 日 金 福吉・本郷・金屋・力万・須安・宇根・樫ケ渕・越田和・判官・稗田・久木原
10 月 29 日 月 櫛田
10 月 30 日 火 目高・寄延・中上月・下上月・仁位
10 月 31 日 水 家内・久崎・小赤松・大酒
11 月　1日 木 小日山・円光寺・下秋里・上秋里・西新宿・大日山
11 月　2日 金 上上月・早瀬 1・早瀬 2
11 月　5日 月 大垣内・皆田・南中山・来見・田和・才金・金子・桜山

【　南　光　地　域　】
月　日 曜日 対　　象　　集　　落

11 月　6日 火 下徳久上・下徳久下
11 月　7日 水 林崎・東徳久
11 月　8日 木 中三河・上三河・河崎・船越
11 月　9日 金 多賀・中島・米田・ 安川・小山・土井・宝蔵寺
11 月 13 日 火 西徳久・平松・漆野・西下野・下三河

「
不
燃
粗
大
ご
み
」
を
収
集
し
ま
す

秋
の
「
不
燃
粗
大
ご
み
」
の
収
集
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

燃
え
な
い
粗
大
ご
み
は
、
対
象
日
に
指
定
の
集
積

場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
今
回
の
収
集
の
対
象

　

一
辺
が
60
㎝
を
超
え
た

り
、
重
さ
10
㎏
を
超
え
る
燃

え
な
い
大
型
ご
み
が
対
象
で

す
。

例
え
ば
・
・
・

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
・
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

自
転
車
、
三
輪
車
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
、
金
属
製
の
机
・
椅
子
・

ベ
ッ
ト
、
ス
プ
リ
ン
グ
入
り

マ
ッ
ト
レ
ス
、
物
干
し
台
、

な
ど
や
電
子
レ
ン
ジ
、
こ
た

つ
、
ス
テ
レ
オ
な
ど
の
家
電

品

■
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

　

特
定
家
電
製
品（
テ
レ
ビ
・

エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫･

冷
凍

庫
・
洗
濯
機
）
パ
ソ
コ
ン
・

農
機
具
は
不
可

■
ご
み
の
出
し
か
た

　

１
点
に
つ
き
「
町
指
定

シ
ー
ル
」
２
枚
を
貼
っ
て
、

指
定
の
収
集
日
の
午
前
中

に
、
集
積
場
所
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
（
収
集
は
午
後
に
行

い
ま
す
）。

※
ご
注
意

　

燃
え
る
ご
み
の
粗
大
品

（
ふ
と
ん
・
木
製
家
具
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
・
じ
ゅ
う

た
ん
・
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
な

ど
）
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
持
ち
込
み
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
82
・
０
２
９
３

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ゴ
ミ
処
理
し
ま
し
ょ
う　

【　三　日　月　地　域　】
月　日 曜日 対　　象　　集　　落
11 月 14 日 水 茶屋上・茶屋下・田此

11 月 15 日 木 三日月上・三日月下・湯小・中村・仁増・鎌倉・
大内谷・添谷

11 月 16 日 金 乃井野・西市・新宿・島脇・久保
11 月 19 日 月 真宗・志文・春哉・徳平
11 月 20 日 火 広山・弦谷・三原・三ツ尾・東大畑・西大畑

佐用クリーンセンター
１０月、１１月
祝祭日の業務

10
月

11
月

8 3 23
( 月 ) ( 土 ) ( 金 )

体
育
の
日

文
化
の
日

勤
労
感
謝
の
日

ごみの収集 ○ 休 ○
直接搬入 
■受付 
午前 9時～ 
午後 4時　
　30 分

燃えるごみ
○ 休 ○

月～金
燃えないごみ

○ ○ ○
月～土
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上
月
支
所
地
域
振
興
課
で
は
、

〝
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
〞
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
年
賀
状
講
座
を
、
次
の

日
程
で
３
日
間
の
２
回
コ
ー
ス
で

開
催
し
ま
す
。

【
Ａ
コ
ー
ス
】

■
と
き　

11
月
21
日
（
水
）、

　
　
　

28
日(

水)

、
30
日(

金)

【
Ｂ
コ
ー
ス
】

■
と
き　

12
月
５
日(

水)

、

　
　
　

７
日(

金)

、
12
日
（
水
）

　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
か
ら

午
後
９
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ　

上
月
文
化
会
館
パ
ソ

　

コ
ン
室

■
受
講
料　

２
、５
０
０
円
（
テ

　

キ
ス
ト
代
を
含
む
）
年
賀
状
ソ

　

フ
ト
「
宛
名
職
人
」
付
き

■
募
集
人
数　

各
コ
ー
ス
18
名

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
　

ま
す
。

■
対
象
者　

日
本
語
入
力
が
で
き

　

る
か
た

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
86
・
１
２
１
０

〝
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
〞
年
賀
状
講
座　

受
講
生
募
集　

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
つ
く
ろ
う

こんな年賀状はいかが

　

紅
葉
の
美
し
い
季
節
、
西
は
り

ま
天
文
台
公
園
で
世
界
に
一
つ
だ

け
の
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

教
室
で
は
、
大
撫
山
に
あ
る
陶

芸
工
房
「
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｓ　

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ(

ト
ラ
ク
タ
ー
ズ

ス
タ
ジ
オ)

」
の
野
村
直
城
さ
ん

を
招
い
て
、
自
由
な
発
想
で
創
作

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
と
き　

10
月
21
日
（
日
）

【
午
前
の
部
】

　

午
前
10
時
〜

　
　
　
（
午
前
９
時
45
分
〜
受
付
）

【
午
後
の
部
】

　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
（
午
後
１
時
15
分
〜
受
付
）

■
と
こ
ろ　

西
は
り
ま
天
文
台
公
園

■
定
員　

　

午
前
の
部
・
午
後
の
部
各
20
名

■
参
加
費　

一
人
２
、０
０
０
円

■
お
申
し
込
み
締
め
切
り

　

10
月
14
日
（
日
）

　

注
意
：
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

西
は
り
ま
天
文
台
公
園

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
５
９
８

県
立
西
は
り
ま
天
文
台
公
園
『
陶
芸
教
室
』
参
加
者
募
集　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
陶
芸
作
品
づ
く
り
に
挑
戦

　

佐
用
農
産
物
直
売
所
連
絡
協

議
会
な
ど
で
は
、
新
鮮
な
野
菜

を
提
供
す
る
西
播
磨
地
域
の
直

売
所
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
西
は
り
ま
農
産
物

直
売
所
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

実
施
期
間
中
、
各
直
売
所
（
Ｊ

Ａ
佐
用
直
売
所
、
ふ
れ
あ
い
の

郷
み
う
ち
若
杉
館
、
平
福
市
、

ふ
れ
あ
い
の
里
上
月
、
南
光
ひ

ま
わ
り
館
、
味
わ
い
の
里
三
日

月
、
ア
グ
ロ
会
（
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
ア
グ
ロ
佐
用
店
）
ほ
か
28

カ
所
）
に
ス
タ
ン
プ
と
応
募
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
チ
ラ
シ
裏
面
の

ス
タ
ン
プ
捺
印
応
募
用
紙
に
ス

タ
ン
プ
を
５
つ
集
め
、
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
素
敵
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
！

（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
チ
ラ
シ
も
直

売
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。）

■
実
施
期
間　

 

10
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　

 

〜
12
月
16
日
（
日
）

■
応
募
締
切　

12
月
19
日
（
水
）

■
応
募
先　

各
直
売
所
に
設
置

の
応
募
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ

い
。

■
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
チ
ラ
シ

　

上
郡
農
林
水
産
振
興
事
務
所
、

龍
野
農
林
振
興
事
務
所
、
西
播

磨
地
域
の
各
直
売
所
な
ど
に
配

置■
賞
品

　

１
等　

３
、０
０
０
円
相
当
の

　
　
　

商
品
引
換
券
（
５
名
様
）

　

２
等　

２
、０
０
０
円
相
当
の

　
　
　

商
品
引
換
券
（
20
名
様
）

　

３
等　

１
、０
０
０
円
相
当
の

　

商
品
引
換
券
（
45
名
様
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
播
磨
県
民
局
地
域
振
興
部 

上
郡
農
林
水
産
振
興
事
務
所

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
１
９
６

　
　
　

直
売
所
を
５
カ
所
巡
っ
て
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
お
う
！

第
２
回
「
西
は
り
ま
農
産
物
直
売
所
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

新鮮野菜などががいっぱい
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■参考本：「上月合戦～織田と毛利の争奪戦～」　※町教育委員会・上月歴史資料館において￥500 で販売中。

上
月
城
は
今
の
中
上
月
に
あ

る
中
世
の
城
で
、
羽
柴
秀
吉
が

「
備
作
播
之
堺
目
」
と
手
紙
の
中

で
書
い
た
よ
う
に
、
備
前
・
美

作
・
播
磨
三
ヶ
国
の
境
に
あ
る

交
通
の
要
衝
に
築
か
れ
た
重
要

な
城
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、

い
つ
誰
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
か

な
ど
は
よ
く
分
か
っ
て
お
ら
ず
、

赤
松
氏
、
上
月
氏
な
ど
の
名
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。

さ
て
、
上
月
城
が
歴
史
の
表

舞
台
に
現
れ
る
の
は
戦
国
時
代
、

織
田
氏
が
播
磨
国
に
進
出
し
て

き
た
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。

天
正
五
年（
一
五
七
七)

、
毛
利

氏
と
対
立
し
て
い
た
織
田
信
長

は
羽
柴
秀
吉
に
播
磨
へ
の
進
出

を
命
じ
ま
す
。
秀
吉
は
策
に
よ

り
播
磨
の
武
将
を
味
方
に
付
け

て
い
き
ま
す
が
、
毛
利
側
に
つ

い
て
従
わ
な
か
っ
た
上
月
城
を

攻
め
る
た
め
、
11
月
に
佐
用
郡

へ
攻
め
込
ん
で
き
ま
す
。

　

こ
の
と
き
、
郡
内
で
上
月
城

側
に
つ
い
て
い
た
城
は
三
つ
で

あ
っ
た
と
秀
吉
は
述
べ
て
お
り
、

一
つ
は
上
月
城
、
残
り
は
福
原

城(

佐
用
城)

と
利
神
城(

と
さ
れ
て
い
る)

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

佐
用
郡
に
入
っ
た
秀
吉
は
11

月
27
日
、
竹
中
半
兵
衛
・
小
寺

官
兵
衛
に
福
原
城
を
攻
め
落
と

さ
せ
、
つ
い
で
翌
28
日
か
ら
上

月
城
を
攻
め
始
め
ま
す
。

　

こ
の
と
き
秀
吉
は
、
城
の
周

り
に
柵
を
三
重
に
め
ぐ
ら
せ
て

城
兵
の
逃
亡
を
ふ
せ
ぎ
、
さ
ら

に
水
を
取
る
こ
と
も
で
き
な
く

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
城
側
は
講

和
を
持
ち
か
け
ま
す
が
秀
吉
は

応
じ
ず
、
つ
い
に
12
月
３
日
、

城
内
へ
攻
め
込
み
上
月
城
を
落

城
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
秀
吉
は
自
身
の
手

紙
で
、
城
兵
の
首
は
す
べ
て
切

り
、
さ
ら
に
女
性
は
磔

は
り
つ
け
す
べ
す
べ、

子
ど

も
は
串
刺
し
に
し
て
、
見
せ
し

め
の
た
め
国
境
に
並
べ
置
い
た

と
書
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
秀
吉
は
上
月
城
を
尼

子
勝
久
に
預
け
、
自
ら
は
領
地

へ
と
引
き
揚
げ
て
い
き
ま
し
た
。

（
次
号
へ
）

シ
リ
ー
ズ　

　
④　

上月城跡

「ふれあいフェスティバル２００７」

■とき　１０月２７日（土）～２８日（日）
　　　　各日　午前 10 時～午後４時
■ところ　播磨科学公園都市芝生広場　他
■内容　ステージでは宝塚音楽学校コーラスや、伊勢正
　三・太田裕美・大野真澄ジョイントコンサート（２７日）、
　高石ともやライブ（２８日）のほか、伝統芸能も見応
　え充分です。西播磨の特産品の販売、熱気球の試乗体
　験（事前の申し込み必要）、ロボコン２００７、ＳＰｒ
　ｉｎｇ -８特別見学バスツアー、科学ゾーンなど、お
　楽しみが盛りだくさん！
■入場料　無料
■お問い合わせ
ふれあいの祭典実行委員会
　　　☎０７８-３６２- ３９９２
　　　ＵＲＬ／ http://fureai-fes.com/

第 19回  兵庫のまつり第 19回  兵19 回 兵 のまのまつりつり -

ふれあいの祭典ふれあいの祭典れあいの祭典典祭典

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国

の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
外

国
料
理
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
と
き

11
月
17
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ

上
月
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

家
庭
科
室

■
内
容

中
国
家
庭
料
理

（
水
餃
子
、
麻
婆
豆
腐
ほ
か
）

■
講
師

劉
り
ゅ
う

黎れ
い
れ
い黎

さ
ん

■
参
加
費

一
人
５
０
０
円

■
持
参
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
募
集
定
員　

先
着
20
名

■
申
込
み
期
限　

11
月
７
日（
水
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

国
際
交
流
協
会
（
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

外
国
料

外
国
料
理
教
室
参

国国
料
理
教

参
加
者

室
参
加
者者
募
集

者
募
集集

〝
料
理
〞
を
通
し
て
国
際
交
流
し
ま
せ
ん
か
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人
権
フ
ェ
ス
タ
さ
よ
う
２
０
０
７

人
権権
フ
ェ
ス
タ
さ
よ
う
２
０
０

う
２
０
０
７７

ひ
ろ
げ
よ
う

こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ひ
ろ
げ
よ
う

こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
み
ん
な
で
仲
良
く

８
月
25
日
に
さ
よ
う
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
で
、
人
権
フ
ェ
ス
タ
さ

よ
う
２
０
０
７
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。庵

逧
町
長
が
「
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
み
ん
な
が
仲

良
く
暮
ら
す
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
だ
と
思
う
。
地
域
の
中

で
助
け
合
っ
て
生
き
る
力
を
育
て

た
い
」
と
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

に
、
ご
両
親
が
佐
用
町
出
身
で
あ

る
Ｋ
ｉ
Ｒ
ｉ
Ｋ
ｏ
（
中
西
桐
子
さ

ん
）
に
よ
る
二
胡
ラ
イ
ブ
「
二
胡

と
星
の
調
べ
」
が
行
わ
れ
、
会
場

は
し
ば
し
二
胡
の
音
色
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。

次
に
、
人
権
標
語
の
入
選
者
５

人
の
表
彰
、
利
神
小
学
校
６
年
の

鷲
谷
ゆ
い
さ
ん
、
上
津
中
学
校
３

年
の
服
部
洋
平
さ
ん
、
佐
用
高
等

学
校
２
年
の
田
中
美
帆
さ
ん
に
よ

る
、
人
権
作
文
の
朗
読
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
人
権
作
文
の
内
容
に
つ

い
て
は
今
月
号
か
ら
３
回
連
続
で

掲
載
し
ま
す
）。

続
い
て
、「
心
の
バ
リ
ア
を
は

ず
し
て
」
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手

話
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の
中
野

佐
世
子
さ
ん
が
記
念
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
手
話

サ
ー
ク
ル
「
あ
さ
ぎ
り
」
の
み
な

さ
ん
な
ど
が
手
話
通
訳
を
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
さ
く
ら
ん

ぼ
」
の
み
な
さ
ん
が
要
約
筆
記
を

行
い
、
聴
覚
障
害
者
の
か
た
に
も

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
配

慮
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

人権標語入選者のみなさん

人権作文発表者のみなさん

◆
人
権
標
語
入
選
作
品　
　
（
敬
称
略
）

ひ
ろ
め
よ
う
た
し
か
な
人
権
わ
た
し
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
引
昭
子
（
下
本
郷
）

さ
り
げ
な
い
目
配
り
気
配
り
思
い
や
り
あ
な
た
が
示
す
良
い
手
本　

宝
官
義
弘
（
西
大
畠
）

考
え
よ
う
も
し
も
僕
な
ら
私
な
ら

西
浦
み
ゆ
き
（
桑
野
）

支
え
あ
う
心
あ
つ
め
て
ま
ち
づ
く
り

小
林
和
彦
（
米
田
）

広
め
よ
う
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
そ
の
笑
顔

谷
邑
真
緒
（
下
徳
久
）

KiRiKo さんの演奏

中野佐世子さん

要約筆記（左）と手話通訳（右）が行われました
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《
人
権
作
文
》

　

８
月
18
日
に
さ
よ
う
文
化
情

報
セ
ン
タ
ー
で
、
佐
用
町
子
ど

も
会
将
棋
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
情
操
教
育
の
一
環

と
し
て
、
思
考
力
、
判
断
力
を

養
い
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

各
小
学
校
か
ら
出
場
し
た
選

手
た
ち
は
、
静
ま
り
か
え
っ
た

会
場
の
な
か
で
、
真
剣
に
次
の

一
手
を
考
え
、
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

●
低
学
年
の
部

　

第
１
位　

永
井
博
章（
幕
山
小
）

　

第
２
位　

福
山
佳
司（
幕
山
小
）

　

第
３
位　

谷
邑
祐
紀（
徳
久
小
）

　

第
４
位　

春
井　

覚（
徳
久
小
）

●
高
学
年
の
部

　

第
１
位　

小
寺
祐
生（
久
崎
小
）

　

第
２
位　

福
原
北
斗（
三
河
小
）

　

第
３
位　

舟
曳
裕
斗
（
三
日
月
小
）

　

第
４
位　

中
山
雅
己（
江
川
小
）

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
位
４

名
は
同
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た

西
播
磨
子
ど
も
会
将
棋
大
会
に

出
場
し
、
各
地
か
ら
の
選
手
と

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

●
低
学
年
の
部　

　

第
３
位　

福
山
佳
司

●
高
学
年
の
部

　

第
２
位　

小
寺
祐
生

　

な
お
、
上
位
入
賞
の
２
人
は
、

11
月
に
開
催
さ
れ
る
兵
庫
県
子

ど
も
会
将
棋
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
子
ど
も
会
将
棋
大
会
・
西
播
磨
子
ど
も
会
将
棋
大
会

少
年
少
女
棋
士
が
大
熱
戦

みんな真剣に次の一手を
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８
月
25
日
に
三
日
月
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
三
日
月
地
域
づ
く

り
協
議
会
主
催
に
よ
る
、
向
こ
う

三
軒
両
隣
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
地

域
づ
く
り
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
委
員
を
は

じ
め
、
各
集
落
か
ら
約
１
０
０
人

が
参
加
し
熱
心
に
聴
講
し
ま
し

た
。
講
師
は
広
島
県
安
芸
高
田
市

の
川
根
振
興
協
議
会
会
長
と
し
て

地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
辻

駒
健
二
さ
ん
で
す
。

　

辻
駒
さ
ん
は
「
私
た
ち
地
域
住

民
は
、
行
政
へ
の
要
求
型
か
ら
提

案
型
へ
考
え
方
を
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
じ
め
て
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
は
実
現
さ
れ

る
」
と
、
ま
た
「
私
た
ち
が
地
域

で
ど
う
生
き
る
か
を
真
剣
に
考

え
、
行
動
す
れ
ば
、
地
域
は
発
展

す
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

坂
口
榮
会
長
（
鎌
倉
）
は
、
講
演

後
「
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
意

欲
や
考
え
方
な
ど
、
多
く
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
10
年
先
を
見
据

え
、
現
在
の
課
題
を
少
し
ず
つ
解

決
し
な
が
ら
、
豊
か
な
三
日
月
地

域
を
創
造
し
て
い
き
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

向
こ
う
三
軒
両
隣
り
の
ま
ち
づ
く
り

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会　

　

久
崎
地
域
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
久
崎
地
区
連
合
老
人
ク
ラ
ブ

と
共
催
で
、
８
月
18
日
に
久
崎
小

学
校
体
育
館
で
ペ
タ
ン
ク
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
室
内
と
は
言
え
残
暑

厳
し
い
な
か
、
30
チ
ー
ム
90
名
の

選
手
と
、
ス
タ
ッ
フ
16
名
が
参
加

し
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
コ
ー
ト
に
分
か
れ
予
選
リ
ー

グ
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て

上
位
、
下
位
に
分
け
て
決
勝
リ
ー

グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
が
初
め
て
の
経
験
と
い
う

チ
ー
ム
も
あ
り
、
慣
れ
る
ま
で
少

し
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
決

勝
リ
ー
グ
で
は
、「
狙
っ
た
と
こ

ろ
に
ボ
ー
ル
が
転
が
り
、
楽
し

か
っ
た
」「
思
っ
た
よ
り
簡
単
で
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
」と
参
加
者
は
、

有
意
義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

ペ
タ
ン
ク
大
会
で
地
域
の
交
流

久
崎
地
域
づ
く
り
協
議
会　

よーく狙って

　

町
内
在
住
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
愛

好
家
ら
40
数
名
が
参
加
し
、
９
月

６
日
「
ま
く
や
ま
早
朝
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
６
時
30
分
に
、
朝
露
の
残
る

青
芝
の
コ
ー
ス
を
１
番
ホ
ー
ル
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
１
時
間
ほ
ど
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
な
か
に
は
、
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
を
歩
く
の
が
初
め
て
と
い

う
人
も
あ
り
、「
い
つ
も
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
違
っ
て
、
新

鮮
な
感
じ
が
良
か
っ
た
」「
芝
生

が
き
れ
い
で
気
持
ち
が
良
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
主
催
者
で
あ
る
「
幕
山

地
域
づ
く
り
協
議
会
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
21
ま
く
や
ま
（
共
催
）」

で
は
健
康
づ
く
り
、
地
域
間
交
流

を
テ
ー
マ
に
、
今
後
も
色
々
な
連

携
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

ま
く
や
ま
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

in
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
Ｃ
．
Ｃ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幕
山
地
域
づ
く
り
協
議
会　

早朝のゴルフ場も気持ちいいですよ

　

８
月
31
日
、
け
ん
こ
う
の
里
三

日
月
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
三
日
月
連

合
会
主
催
の
交
通
安
全
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
佐
用
警
察
署
の
大
西

正
美
交
通
課
長
を
招
き
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
の
現
状
や
特
徴
、
ま

た
そ
の
対
策
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
熱
心
に
聴

講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
の
交
通
安
全
事
故
防
止
に
向
け
て

老
人
ク
ラ
ブ
三
日
月
連
合
会　

辻駒さんによる地域づくり講演会
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町
内
各
地
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た　

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
９
日
に
平
福
体
育

館
で
、
平
福
地
区
自
治
会
主

催
の
平
福
地
区
敬
老
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
さ
れ

た
約
80
人
の
高
齢
者
は
、
式

典
、
昼
食
の
後
、
民
族
歌
舞

団
「
花
こ
ま
」
に
よ
る
演
芸

な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

平福地区

　

９
月
７
日
に
佐
用
朝
霧
園
で
、
敬

老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
内
の
最
高
齢
者
の
永
井
き

く
の
さ
ん
（
99
歳
）
と
宮
下
伊
作
さ

ん
（
98
歳
）
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、

ま
た
、
米
寿
の
５
人
の
か
た
に
も

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
昼
食

の
あ
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
（
佐

用
地
区
）
に
よ
る
歌
や
踊
り
な
ど

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

朝霧園

　

９
月
16
日
に
江
川
小
学

校
体
育
館
で
、
江
川
地
域

づ
く
り
協
議
会
主
催
の
江

川
地
区
敬
老
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
江
川
小
学
校
児

童
の
絵
画
が
展
示
さ
れ
た

体
育
館
で
、
東
誥
淙
さ
ん

の
講
演
、
橘
香
滋
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

江川地域づくり協議会

　

講
習
会
終
了
後
に
、
老
人
ク
ラ

ブ
三
日
月
連
合
会
の
船
曳
猛
会
長

（
田
此
）
は
「
高
齢
に
な
る
と
あ

ら
ゆ
る
能
力
が
低
下
す
る
の
は
仕

方
が
な
い
。
高
齢
者
全
員
が
自
分

の
力
を
過
信
し
す
ぎ
ず
に
、
交
通

安
全
に
努
め
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
み
ん
な
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
、
互
い

の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

田
此
チ
ー
ム

準
優
勝　

広
山
・
弦
谷
チ
ー
ム

第
３
位　

志
文
谷
チ
ー
ム

交通安全講習会のようす

ナイスショット

   
９
月
の
敬
老
月
間
に
あ
わ
せ
、町
内
各
地
で
敬
老
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
各
自
治
会
、
地
区
、
校
区
単
位
で
開
催
さ
れ
、
対
象
と
な
る
高
齢
者

は
、
記
念
品
を
受
け
た
り
、
演
芸
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
講
演
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。三日月地区

　

９
月
17
日
に
久
崎
小
学

校
体
育
館
で
、
久
崎
地

区
連
合
自
治
会
主
催
の
久

崎
地
区
敬
老
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
舞
踊
や
エ
イ

サ
ー
「
て
ぃ
だ
」
に
よ
る

沖
縄
伝
統
芸
能
な
ど
を
約

１
５
０
人
の
高
齢
者
が
楽

し
み
ま
し
た
。

久崎地区
  

９
月
20
日
に
庵
逧
町
長
が
、
町
内

最
高
齢
者
と
最
高
齢
ご
夫
婦
を
訪

問
し
、
ご
長
寿
の
お
祝
い
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
高
齢
者
は
三
木
ヨ
シ
ノ
さ

ん
（
中
島
）
で
１
０
５
歳
、
最
高

齢
ご
夫
婦
は
、
長
井
正
司
さ
ん

１
０
１
歳
、
長
井
安
代
さ
ん
94
歳

（
西
徳
久
）
の
ご
夫
婦
で
す
。

　

佐
用
町
で
は
、
19
年
度
中
に

百
歳
以
上
に
な
ら
れ
る
か
た
を
含

め
る
と
、
百
歳
以
上
の
高
齢
者
は

22
人
で
、
人
口
比
率
で
み
る
と
0.11

㌫
と
な
り
、
県
下
で
最
高
比
率
と

な
り
ま
す
。

町
内
最
高
齢
者
・
夫
婦
を
祝
福　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

最高齢者の三木さん
最高齢の長井さんご夫婦

　

９
月
23
日
に
三
日
月
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
三

日
月
地
域
敬
老
会
実
行
委

員
会(

各
自
治
会
長
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
推
進
員
な

ど)

に
よ
る
「
住
民
手
づ

く
り
の
敬
老
会
」
が
２
３
７

人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
最
高
齢
者
な
ど
へ

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た

後
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
漫
才

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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　９月１５日に佐用高校グラウンドで第２２回佐用郡陸上
競技大会が開催されました。参加した選手たちは、日ごろ
の練習の成果を存分に発揮することができました。
　また、招待選手に元 100m日本記録保持者である小島初
佳（こじまもとか）選手を招いて、短距離走の実技講習会
も行いました。各種目の第１位は次のとおりです。（敬称略）

種目
1位

記　録 氏　　名
所　属

４年　１００ｍ 15”8  坂野　夏佐用小
５年　１００ｍ 15”2  本種孝宏久崎小
６年　１００ｍ 14”6  山本隆之上月小

４年　８００ｍ 3’3”0  妹尾翔希幕山小

５年　８００ｍ 2’52”9  田邊結矢
利神小

６年　８００ｍ 2’42”5  小林和弥上月小

４年
４×１００ｍＲ

66”7
佐用小

 八木瑞樹
 前谷隼規
 高濱真治
 坂野　夏

５年
４×１００ｍＲ

64”8
三日月小

 重崎大地
 松尾和輝
 幡中悠一郎
 廣瀬　樹

６年
４×１００ｍＲ

59”6
上月小

Ａ

 小林和弥
 中石裕大
 山本隆之
 福井渉太

４年　走幅跳 3m4  大林純也三日月小
５年　走幅跳 3m22  服部正寛久崎小
６年　走幅跳 3m67  矢代弘樹利神小
４年 
ソフトボール投 43m10  前谷隼規佐用小
５年 
ソフトボール投 48m38  新免慧大佐用小
６年 
ソフトボール投 57m12  阿部成人三河小

種目
1位

記　録 氏　　名
所　属

４年　１００ｍ 16”9  小嶋愛実三日月小
５年　１００ｍ 16”4  山口真衣三日月小
６年　１００ｍ 15”2  村上紗野久崎小
４年　８００ｍ 3’2”7  岡本杏香上月小
５年　８００ｍ 2’55”9  勝山史織三河小

６年　８００ｍ ※ 2’41”
8
 岡本桃香
上月小

４年
４×１００ｍＲ

70”2
三日月

小

 金谷慧海
 大浦千明
 小嶋愛実
 宇多可奈

５年
４×１００ｍＲ

68”1
幕山小

 大崎茉歩
 竹本碧冬
 児嶋沙耶佳
 後藤ゆり

６年
４×１００ｍＲ

63”5
徳久小

Ａ

 船引亜由美
 谷邑真緒
 山田佳奈
 山根舞子

４年　走幅跳 ▲2m95  金谷慧海三日月小
５年　走幅跳 3m6  野村優里江川小
６年　走幅跳 3m38  松尾菜央久崎小
４年 
ソフトボール投 29m5  宇多可奈三日月小
５年 
ソフトボール投 29m99  山田早紀徳久小
６年 
ソフトボール投 42m40  藤井　心三日月小

種目
1位

記　録 氏　　名
所　属

中女　１００ｍ 13”9  大西ひかり上月中
中女　８００ｍ 2’37”9  大野成実上月中

中女
４×１００ｍＲ

57”2
上月
中Ｂ

 皆木恵梨
 福井佳奈
 大野成実
 大西ひかり

中女　走幅跳 3m79  高見梨菜上月中

【小学生男子の部】
【小学生女子の部】
（※は大会新記録、▲は大会タイ記録）

【一般・中学生男子の部】

　
　
　
　
　
　

10
月
11
日
は
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」

◆
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
ま
ち
◆

　

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域
や
家

庭
で
次
の
こ
と
に
注
意
を
し
ま

し
ょ
う
。

☆
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
!!

・
学
校
や
通
学
路
付
近
で
徘
徊
し

　

て
い
る
不
審
者
を
見
か
け
た
ら

　

１
１
０
番
し
ま
し
ょ
う
。

・
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
で
い
る
子

　

ど
も
が
い
れ
ば
、
呼
び
か
け
ま

　

し
ょ
う
。

・
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
行
か

　

な
い
よ
う
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

・
遊
び
に
行
く
と
き
は
、
ど
こ
で
、

　

誰
と
遊
ぶ
の
か
、
言
っ
て
か
ら

　

出
か
け
る
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ

　

う
。

☆
空
き
巣
等
の
侵
入
犯
罪
、
自
転

　

車
な
ど
の
二
輪
車
の
盗
難
防
止

・
出
か
け
る
と
き
は
、
必
ず
戸
締

　

ま
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
入
り
口
の
鍵
を
増
や
す
な
ど

　

侵
入
し
に
く
い
家
に
し
ま
し
ょ

　

う
。

・
自
転
車
な
ど
を
駐
輪
す
る
と
き

　

は
、
必
ず
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
警
察
署 

☎
82
・
０
１
１
０

【中学生女子の部】

種目
1位

記   録 氏　　名
所　属

中男　１００ｍ 12”3  鈴木達也上津中
中男
　    １５００ｍ 4’31”3  岡本直也上月中
一男　
        １５００ｍ 4’25”5  坂上勝洋佐用 RC

中男
４×１００ｍＲ

50”3
上津中

 長井紳悟
 春井浩明
 椿　怜　
 鈴木達也

中男　走幅跳 4m74  平井督也佐用中
中男  砲丸投 7m15  福山知司上月中

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
買

い
物
を
し
た
と
き
の
レ
ジ
袋
は
、

あ
な
た
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
で

す
か
？

　

県
下
で
、
年
間
約
13
億
枚
の

レ
ジ
袋
が
ゴ
ミ
に
な
り
、
レ
ジ
袋

を
作
る
た
め
に
原
油
を
年
間
約

2.6
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
使
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境

破
壊
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

さ
あ
こ
れ
か
ら
は
、
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
っ
て
お
買
い
物
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

マ
イ
バ
ッ
グ
で
お
買
い
物

　

10
月
は
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
期
間　
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救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

　　　異物の除去法について
　食べ物などの異物がのどに詰まってしまったときに
は、息が出来ない状態となり、窒息から死に至ることが
ありますので、早く取り除く必要があります。
１．傷病者に反応 ( 意識 ) がある場合
　傷病者に「のどが詰まったの？」と尋ね、声が出せず、
うなずくようであれば窒息と判断し、次のように行動し
ます。
①１１９番通報を誰かに頼むとともに、ただちに異物の
　除去を行います。
②傷病者が咳をすることが可能であれば、咳をできるだ
　け続けさせます。咳ができれば、異物の除去に最も効
　果的です。
③異物除去法を行います。
ア　腹部突き上げ法 ( ハイムリック法 )
・腕を後ろから抱えるようにまわします。
・片手で握りこぶしを作り、その親指側を
　傷病者のへそより上で、みぞおちの下方
　に当てます。その上をもう一方の手で握
　り、すばやく手前上方に向かって圧迫するように突き
　上げます。
 イ　背部叩

こうだ

打法
・ひざまずいて、傷病者を自分の方に向け、
　側臥位 ( 横向き ) にします。
・手の付け根で肩胛骨の間を力強く何度も
　連続してたたきます。
・座位 (座った状態 )や立位 (立った状態 )でも行えます。
ポイント
★妊婦 ( 明らかに下腹が大きい場合 ) や乳児、自力で立
　てない人に対しては背部叩打法のみ行います。
★２つの方法を併用してください。順序、回数は問いま
　せん。
２．反応 ( 意識 ) がない場合
　反応がない場合、または最初反応があっ
て応急手当を行っている途中にぐったり
して反応がなくなった場合は１１９番通
報するとともに、ただちに心肺蘇生法を行います。
①気道の確保を行い人工呼吸を２回行います。
②胸骨圧迫 ( 心臓マッサージ ) を３０回行います。
③心肺蘇生法を行っている途中で口の中に異物が見えれ
　ば異物を取り除きます。
④異物が見えなければ胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回を
　繰り返します。
■お問い合わせ
　消防署　☎８２-３８７２

　
　
　
　
　
　

大
切
な
家
族
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
早
め
の
設
置
を

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
付
い
て
い
ま
す
か
？

　

佐
用
町
で
は
火
災
予
防
条
例
に

よ
っ
て
、
平
成
23
年
６
月
１
日
ま

で
に
取
り
付
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
期
間
が
あ
る
か
ら
と
か
、
も

う
少
し
安
く
な
っ
て
か
ら
と
か
で

先
延
ば
し
に
な
っ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち

に
火
災
に
な
っ
た
ら
大
変
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
取
り
付

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
、就
寝
中
、

警
報
音
に
気
づ
い
て
難
を
逃
れ
た

と
か
、
ボ
ヤ
で
す
ん
だ
と
か
多
く

の
奏
功
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
反

面
、
逃
げ
遅
れ
で
焼
死
と
い
っ
た

報
道
も
見
か
け
ま
す
。
こ
の
中
に

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
あ
っ

た
な
ら
、
早
期
の
発
見
、
避
難
、

消
火
が
で
き
た
の
で
は
と
思
わ
れ

る
火
災
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
の
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
早
め
の
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

設
置
場
所
な
ど
に
つ
い
て
ご
不

明
な
点
は
、
消
防
署
予
防
係
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署　
　

☎
82
・
３
８
７
４

　

８
月
19
日
に
広
山
集
落
地
内

で
、
三
日
月
支
団
非
常
召
集
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
火
災
に
備
え
て
、

緊
急
出
動
体
制
の
確
立
を
図
り
、

一
致
団
結
し
て
的
確
な
消
火
活
動

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
午
前

５
時
15
分
の
突
然
の
サ
イ
レ
ン
と

と
も
に
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
の
訓
練
で
あ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
消
防
団
員
１
５
０
名
が

集
合
し
、
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
と

可
搬
式
ポ
ン
プ
６
台
に
よ
る
中
継

消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
地
元
広
山
の

秋
武
毅
自
治
会
長
は
、「
訓
練
の

様
子
を
見
せ
て
頂
い
て
心
強
く
感

じ
、
安
心
し
ま
し
た
。
今
後
と
も

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

町
消
防
団
三
日
月
支
団
非
常
召
集
訓
練　

緊
急
時
に
備
え
て
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    10 月  October  神無月    11 月  November  霜月

　

８
月
26
日
、
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル

で
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん
や
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
の

協
力
の
も
と
、
手
作
り
の
お
店

を
縁
日
風
に
回
っ
て
楽
し
む
地

域
交
流
『
サ
マ
ー
サ
ン
タ
』
を

行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

の
各
親
子
教
室
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
お
店
を
中
心
に
、
各
マ
マ

プ
ラ
ザ
の
ス
タ
ッ
フ
の
お
店
な

ど
が
た
く
さ
ん
並
び
、
１
６
５

名
の
親
子
が
各
お
店
を
回
り
な

が
ら
、
い
ろ
ん
な
体
験
を
し
た

り
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。　

　

準
備
や
当
日
の
店
番
な
ど
、

協
力
し
合
っ
て
お
店
を
出
し
た

お
母
さ
ん
た
ち
は
、
充
実
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
一
層
、

親
交
が
深
ま
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
、
積
極

的
な
参
加
は
得
る
も
の
が
あ
り

ま
す
ね
。

　

ま
た
、
パ
パ
が
協
力
し
て
い

る
お
店
も
あ
り
、
楽
し
み
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
る
パ
パ
の
姿
は
、

参
加
さ
れ
た
パ
パ
た
ち
に
良
い

刺
激
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

は
、
お
も
ち
ゃ
作
り
コ
ー
ナ
ー

を
開
き
、
ス
ト
ロ
ー
風
ぐ
る
ま

作
り
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
お
も
ち
ゃ
作
り
を
通
し

て
、
親
子
の
様
々
な
関
わ
り
方

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
子
さ
ん
が
小
さ
い
の
で
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
一
生

懸
命
作
っ
て
い
る
親
子
、
子
ど

も
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
な
る
べ

く
お
子
さ
ん
に
さ
せ
な
が
ら
完

成
さ
せ
た
親
子
、
お
子
さ
ん
と

う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら
、
作
り
方
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
親
子
、
中

に
は
、
お
父
さ
ん
が
積
極
的
に

お
子
さ
ん
に
関
わ
っ
て
い
る
様

子
も
見
ら
れ
、
と
て
も
微
笑
ま

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
お
も

ち
ゃ
が
完
成
し
て
、
風
ぐ
る
ま

が
回
っ
た
と
き
の
喜
び
と
感
激

と
笑
顔
は
、
手
作
り
だ
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
〝
た
か
が
お
も
ち
ゃ
作
り
、
さ

れ
ど
お
も
ち
ゃ
作
り
〞
な
の
で

す
。
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
、

何
事
も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
や

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
が
大
切

で
す
ね
。

★
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

　 

10
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

20
日(

土
）
で
す
。

●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

■
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
10
月
の
お
は
な
し

　
　
「
風
の
神
と
子
ど
も
」

■
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
10
月
の
お
は
な
し

　
　
「
葉
っ
ぱ
の
魔
法
」

※
そ
の
他　

い
ず
れ
も
申
込
不
要

●
日
時　

10
月
21
日(

日)

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

●
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
会
議
室

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
10
月
の
お
り
が
み　

　
　
「
か
ぼ
ち
ゃ
ち
ょ
う
ち
ん
と

　
　

と
ん
ぼ
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

  

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

雑
誌
・
Ａ
Ｖ
資
料
の

貸
出
期
間
を
延
長
し
ま
す

　

雑
誌
と
Ａ
Ｖ
資
料
の
貸
出
期
間

を
、
10
月
９
日
か
ら
次
の
と
お
り

延
長
し
ま
す
。

貸　出　期　間

現　在 10月 9日
以降

雑誌

受入日から
３カ月以内の
「新刊雑誌」

1週間 1週間

上記以外 1週間 ２週間
ＡＶ資料 1週間 ２週間

雑誌とＡＶ資料の貸出期間
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①
家
族
・
親
族
の
理
解
と
協
力
を
！

　

認
知
症
や
疾
病
な
ど
に
よ
っ

て
、
そ
の
症
状
が
改
善
し
な
い
こ

と
が
頭
で
は
理
解
で
き
て
も
、
そ

の
悪
化
の
状
況
を
家
族
や
周
囲
の

人
が
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
混
乱
や
不
安
が
、
介

護
者
や
家
族
を
追
い
込
み
、
と
き

に
虐
待
へ
と
つ
な
が
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
は
、
手
を
あ
げ
る
な
ど
の

暴
力
行
為
だ
け
で
な
く
、
暴
言
な

ど
に
よ
り
精
神
的
に
苦
痛
を
あ
た

え
る
こ
と
や
、
介
護
の
世
話
な
ど

を
放
棄
す
る
こ
と
、
ま
た
、
本
人

の
合
意
な
し
に
金
銭
を
使
用
す

る
、
本
人
の
金
銭
の
使
用
を
制
限

す
る
こ
と
な
ど
も
虐
待
に
あ
た
り

ま
す
。

　

虐
待
の
原
因
は
、
次
の
Ａ
〜
Ｃ

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ａ
介
護
負
担
：
介
護
疲
れ
、　

認

知
症
状
に
よ
る
言
動
の
混
乱
、
排

泄
介
助
の
困
難
さ
な
ど　

Ｂ
家
族
・
親
族
と
の
関
係
：
配
偶

者
や
家
族
・
親
族
の
無
関
心

Ｃ
経
済
的
要
因
：
経
済
的
困
窮

　
「
毎
日
、
24
時
間
、
気
を
抜
く

こ
と
が
で
き
な
い
」「
家
族
や
親

族
が
、
介
護
の
し
ん
ど
さ
を
理
解

し
て
く
れ
な
い
こ
と
が
、
一
番
つ

ら
い
」
な
ど
、介
護
者
に
と
っ
て
、

介
護
す
る
こ
と
へ
の
不
安
や
、
介

護
に
協
力
す
る
人
や
相
談
す
る
相

手
が
い
な
い
状
況
の
大
変
さ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
介
護

者
の
心
身
の
負
担
を
和
ら
げ
る
た

め
、
家
族
や
親
族
の
中
で
本
人
の

状
況
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
家
族
や
親
族
が
本
人

の
介
護
に
つ
い
て
同
じ
考
え
を
も

ち
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
う
こ
と

が
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と
が
、

本
人
だ
け
で
な
く
介
護
者
に
と
っ

て
も
良
い
介
護
の
環
境
が
で
き
ま

す
。

②
介
護
負
担
の
軽
減
に
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
！

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
通
所
介

護
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
・
訪
問
介
護
・

訪
問
看
護
・
短
期
入
所
・
福
祉
用

具
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
、
介
護
者
へ

の
負
担
を
軽
減
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

③
介
護
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
利
用
を
！

　

民
生
委
員
さ
ん
や
担
当
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
地
域
の
人
に
相

談
を
か
け
る
な
ど
一
人
で
悩
み
を

抱
え
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
地
域
で
介
護
者
を
見
守
り
支

援
す
る
と
い
う
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

   

高
齢
者
虐
待
防
止
に
つ
い
て

●大人向けの本
　不肖・宮嶋メディアのウソ、教えたる！　－１４歳
　　　の世渡り術　   　　  宮嶋茂樹／著　河出書房新社
　古代オリエント事典　
　　　　　　　   日本オリエント学会／編　岩波書店
　１４９１　－先コロンブス期アメリカ大陸をめぐる新発見　
　　   チャールズ　Ｃ．マン／著　日本放送出版協会
　相続と贈与がわかる本　〔２００７〕－税金のしくみ
　　　と節税対策のコツがわかる　
　　　　　　　　　　   久野幸一／監修　成美堂出版
　中学生に道徳力をつける　－授業ですぐ使える新資料　
　　　３５選　　　　　御前充司／編著　明治図書出版
　海洋大図鑑　
             内田　至／日本語版総監修　ネコ・パブリッシング
　若年認知症　－本人・家族が紡ぐ７つの物語　
　　　  若年認知症家族会「彩星の会」／編　中央法規出版
　食べて健康！よもぎパワー　－ごはんからおかず・汁も
　　　の・おやつ・調味料まで　
　　　　　　　　  大城　築／著　農山漁村文化協会
　昭和の日本のすまい　－西山夘三写真アーカイブズから
　                                                西山夘三／撮影　創元社

　イチバン親切なイタリア料理の教科書　－豊富な手 
　　　　順写真で失敗ナシ！　 川上文代／著　新星出版社
　よい「おもちゃ」とはどんなもの？　
　　　　　　　　　   永田桂子／著　チャイルド本社
　歴史と文化探訪日本人とくじら　－尾張　伊勢・志摩
　　　　熊野　紀州　摂津・播磨　瀬戸内　土佐　
　　　　　　　　　　　　   小松正之／著　ごま書房
　野菜の花の水彩画　－ポケットに絵筆を　
　　　　　　　　　　   黒岩多貴子／著　日貿出版社
　ガンに生かされて　　　　   飯島夏樹／著　新潮社
▲夜明けの縁をさ迷う人々　小川洋子／著　角川書店
★渾身　　　　　　　　　　   川上健一／著　集英社
▲あなたの呼吸が止まるまで　島本理生／著　新潮社
■沈底魚　　　　　　　　　   曽根圭介／著　講談社
★いつか陽のあたる場所で　   乃南アサ／著　新潮社
■湿地帯　　　　　　　　   宮尾登美子／著　新潮社
■狸穴あいあい坂　　　　　   諸田玲子／著　集英社
　嬉しうて、そして…　       城山三郎／著　文芸春秋
　鍋釜と愛国心　           曾野綾子／著　河出書房新社
　本泥棒　   マークース・ズーサック／著　早川書房
　フロイトの弟子と旅する長椅子　
　　　　　　　　　   ダイ　シージエ／著　早川書房
●子ども向けの本
　フリーという生き方　　   岸川　真／著　岩波書店
　火山の大研究　－ふん火のヒミツがよくわかる！　
                                        鎌田浩毅／監修　ＰＨＰ研究所
　Ｑ＆Ａ１週間の食育　   服部津貴子／著　岩崎書店
　ババールのたんじょうパーティー　
                        ロラン・ド・ブリュノフ／さく　評論社
　ヴォイス　－西のはての年代記２　
                                   ル＝グウィン／著　河出書房新社
▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

2007.8.16 ～ 9.18 受け入れ分の一部
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南光歯科保健センター
◆受　付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時３０分から午後５時まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８-１１８０（いい歯を）

　なんとなくだるい、疲れやすい、顔色が悪い・・そ
んな症状はありませんか？
　その背景には「貧血」が関係していることがありま
す。「貧血」とは血液中の赤血球やヘモグロビンが減
少した状態を言い、病型はさまざまですが、その 7割
がヘモグロビンの材料である鉄分が不足する鉄欠乏性
貧血です。
　現在、成人女性の１０人に１人が鉄欠乏性貧血であ
ると言われています。また、思春期には鉄の需要が増
えるので貧血になりやすくなりますし、高齢期には食
欲不振や偏食によって貧血になりやすくなります。
貧血を予防するため、次のことに気をつけましょう。
＜貧血を防ぐ食生活のポイント＞
①栄養バランスがとれた食事をとりましょう。
　主食 +主菜 +副菜を基本にバランスの良い食事を
心がけましょう。
②鉄を含む食品をしっかりとりましょう。
　鉄には動物性食品に含まれる「ヘム鉄」と、植物性
食品に含まれる「非ヘム鉄」があります。「非ヘム鉄」
は吸収率が低いのですが、ビタミン Cやたんぱく質
と一緒にとることによって吸収率がよくなります。

③過激なダイエットはやめましょう。
　ダイエットや偏った食事をしていると、体に必要
な栄養素や鉄が不足します。インスタント食品など
に偏らず、朝・昼・夕と 3食しっかり食べましょう。
④ゆっくりよく噛んで食べましょう。
　胃酸は鉄の吸収を高めます。ゆっくりよく噛んで、
胃液や唾液の分泌を促し、鉄の吸収を高めましょう。
　また、酢や香辛料・梅干しなどを使った料理も胃
酸の分泌を高めるので、鉄分の吸収をよくしてくれ
ますよ。
⑤食前・食後の飲み物に注意しましょう。
　コーヒー・紅茶・緑茶に含まれるタンニンは鉄の
吸収を妨げます。
　食欲の秋、食べ物がおいしい季節になりました。
しっかり食事をとって貧血にならない健康的な生活
をおくりましょう。

しっかり食べて、貧血予防

★献血のお願い★

     
 
　   9:30 ～ 15:30　兵庫信用金庫駐車場
　　 （佐用ライオンズクラブ共催）
　

■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７-８０２０

10月 ９日（火）
　町、龍野健康福祉事務所、姫路こどもセンターでは、社会福祉
協議会などの協力を得て、毎年、正月短期里子事業を実施してお
り、今年で 50 回を数えます。
　年末年始の間、短期里子の希望者全員が温かい家庭の正月を体
験できるように、ボランティアの里親を募集します。
■実施期間
　平成 19 年 12 月 28 日（金）
　～平成 20 年１月４日（金）
■申込締切
　10 月 25 日（木）
■お申し込み・お問い合わせ
　福祉課　☎８２-０６６１

●鉄吸収率のよい食品と、吸収率を高める食品の組み合わせを
ヘム鉄を多く含む食品
鉄吸収率１５～２５％
肉類、魚類、内臓など

非ヘム鉄を多く含む食品
鉄吸収率２～５％
貝類、大豆製品、野菜類、
乾物など

鉄の吸収をよくするビタミンＣ
野菜、
果物など
鉄吸収を高める動物性たんぱく質
肉類、魚類
赤血球の主成分

+ +

温かい家庭のお正月を
正月短期里親募集
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　平成１９年度の町ぐるみ健診が終了しました。　
受診されたかたには結果が届き、それぞれ日々の生
活の改善に努められていることと思います。
　受診しただけで、後は何もしなかったでは全く健
診の意味がなくなってしまいます。日ごろの生活習
慣の中で、何がどう健康に影響しているのか。検査
値で表し教えてくれる。それが健診の大きな役割で
す。健診は、あなたの現在のからだの状態を知る大
きな手がかりです。
「１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後にクスリ」
を健康づくりの合言葉に、生活改善に取り組みましょ
う。
　「健康さよう２１」のアンケート調査結果をみても、
「運動習慣のある人」は男性２１．５㌫、女性２４．３
㌫という状況です。そのうち１回３０分以上を週２
日以上実施し、１年以上継続している人の割合は全
国値２５．７㌫に比べ、佐用町は８．７㌫と低い結果
が出ています。
　運動の必要性はわかっていても、時間がないとか
田んぼや畑仕事をしているから大丈夫、などしない
理由はさまざまですが、老化や病気の予防に運動習
慣は欠かせません。

メタボリックシンドローム
　～ちょっと気になる内臓脂肪型肥満～
　メタボリックシンドロームとは内臓脂肪に加え、
高血糖、高血圧、脂質異常という危険因子を２つ以
上持っている状態をいいます。メタボリックシンド
ロームの状態になると、動脈硬化が急速に進み、心
臓病や脳卒中などの発病につながりやすくなります。
　健診で「お腹がでてきた」、「“ ちょっと ” 中性脂肪
が高い」、「“ちょっと ” 血糖値が高め」と、その “ちょっ
と ” を見逃すと、将来大変なことになるかもしれま
せん。スポーツの秋到来、メタボ解消に頑張りましょ
う。　
平成２０年から町ぐるみ健診が変わります
　健診は保険者の義務になります。
　４０歳～７４歳までを対象として、メタボリック
シンドロームに着目した検査項目での「特定健康診
査」になります。その結果から、より健康の保持に
努める必要のあるかたに対し「特
定保健指導」を行います。
　国民健康保険加入者は町で実施
しますが、それ以外のかたは各保
険者にご相談ください。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

行事カレンダー（10 月 10 日～ 11 月 9日分）

●アルコール相談（要予約）
　　11 日（木）13:30 ～ 15:30
●こころのケア相談（要予約）
　　11 日（木）14:00 ～ 17:00　
●専門的栄養相談（要予約）
　　16 日（火）10:00 ～ 11:30
●犬の引き取り
　　17 日（水）10:00 ～ 10:30
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )　　
　　24 日（水）13:30 ～ 16:00　
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　25 日（木）13:30 ～ 15:30
●発達障害児療育相談（要予約）
　　31 日（水）13:00 ～ 16:00　
●犬の引き取り
　　11 月７日（水）10:00 ～ 10:30
　※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　　☎８２-２６２１

★すくすく健康相談
　　　　　（平成 19 年 4月生まれ）
　１０月１２日（金）13：30 ～

★ 1歳６カ月児健診
（平成 18年 2月～平成 18 年 3月生まれ）
　１０月１６日（水）13：00 ～

★ヨチヨチ健康相談　（平成18年10月生まれ）
　１０月１９日（金）13：30 ～

★４カ月児健診　　　 （平成 19 年 6月生まれ）
　１０月２９日（月）13：30 ～

★０歳児クラス　　　　  （２カ月～１歳未満）
　１１月５日（月）10：00 ～

★ぱくぱく離乳食教室
　　　　　　　（すくすく健康相談後～１歳５カ月未満）
　１１月２日（金）10：00 ～
※いずれも場所は上月保健福祉センター

   健診は自分の健康管理の第１歩　健診は活用してこそ自分のために

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲコー
ドを読み込んで町ホームページアドレスに接続してく
ださい。
※詳しい撮影方法は各携帯電話の取り扱い説明書をご確認ください。
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明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　町が佐用マリア幼稚園に委託して実
施している、学童保育の利用児童２４
名が、８月２７日、佐用マリア幼稚園
でデイキャンプを行いました。
　午前中はレクリエーションとクラフ
ト作りを体験し、昼食に幼稚園の先生
の手作りカレーをお腹いっぱい食べま
した。午後は佐用フュージョンクラブのプールに行き、大きなプールで
遊びました。夏休み後半の暑い日でしたが、参加した児童は楽しい時間
を過ごすことができました。

夏休み最後のお楽しみ   － 佐用マリア幼稚園学童保育デイキャンプ －

　９月２日に南光スポーツ公園で、「第２８回親善ソフトボール
大会」が行われました。スポーツの秋の第一弾行事として毎年恒
例の伝統ある大会です。
　今回は南光地域から集落単位で２１チームが参加し、３つのブ
ロックに分かれて “ 好プレー！珍プレー！ ” の熱戦がくり広げら
れました。この大会の参加チームは南光地域に在住の社会人で編
成されており、年齢別構成で１０名対１０名で対戦します。
　各チームとも優勝を目指して練習をし、また、大会当日には早
朝から集落でご飯ごしらえもしたり、南光地域はまさに “ 熱い一
日 ” となりました。
　各ブロック共に幅広い年齢層で親睦を深め、楽しい一日となりました。大会結果は次のとおりです。
Ａブロック　　優　勝　西徳久ひまわり　　準優勝　林崎
Ｂブロック　　優　勝　安川　　　　　　　準優勝　船越奥の院
Ｃブロック　　優　勝　上三河キラーズ　　準優勝　下徳久（上）Ａ

ソフトボールで熱い一日　　　       　　　　　　      　　 －  第 28 回親善ソフトボール大会  －

ナイスバッティング

　江川保育園の保育室の前に
は、新しいベンチが２台並ん
でいます。 
　子どもたちは、このベンチ
がとてもお気に入りで、座っ
て本を読んだり、ゴロリと横
になってベッド代わりにもし
ています。ベンチは収納付で、
なかには子どもたちのお気に
入りの遊具が入っています。 
　この立派な２台のベンチは
園児のおじいさん、森元隆さ
ん（甲大木谷）が子どもたちのために心を込めて作り、寄贈
されたものです。
　子どもたちは、感謝の気持ちを持って大切に使っています。

おじいちゃんが作ってくれたベンチだよ   －  江川保育園  －

大切に使っています

真心のベンチです

　８月２３日に佐用朝霧園で、恒例の納涼
祭が行われました。 
　今年は、例年のホルモン焼きうどんやた
こ焼きなどの屋台のほかに、金魚すくいや
かき氷など、暑い夏ならではの季節感あふ
れる屋台も登場し、利用者をたいへん喜ば
せました。

納涼祭で楽しいひととき  －  佐用朝霧園  －

うまく割れたでしょうか

金魚すくいもありました

元気いっぱい楽しみました
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　９月１日に三日月中学校グラウンドで、第９回三日月ペタンク大会が開催されま
した。
　小学生から青年層・高齢者まで幅広い年齢層の参加があり、白熱したゲームでた
いへん盛り上がりました。
　結果は次のとおりです。

　優　勝　チームかたやまＡ
　準優勝　きりんさん
　第三位　チーム鬼嫁Ｂ
ふれあいリーグ２部
　優　勝　ハッピーハッピー
ふれあいリーグ３部
　優　勝　みなみちゃん

ペタンクはだれでも楽しめます　　　　　     　－ 第９回三日月ペタンク大会 －

幅広い年齢層のみなさんがペタンクを楽しみました

　ＪＲ佐用駅の待合室の一角にショーケースがあります。このショーケースの中には、俳句、俳画、書、
押絵などが展示され、列車待ちの乗客の目を楽しませています。
　これは、木村加代子さん（栄町）が佐用を訪れたお客さんに楽し
んでもらおうと、自宅にあったショーケースを待合室に持ち込んだ
もので、町高齢者大学佐用教室書道講師の大内嶺雪さん（久崎）、
いしい句会（８人で構成・代表：谷口吉雄さん（青木））、井上節夫
さん（大坪）、井上正志さん（小赤松）の１１人の作品を入れてい
ます。
　出品されているみなさんは、「楽しみに見てくださるかたも増え
てきました。これからも生きがいを持って長く続けていきたい」と
話されました。
　平成 13 年から現在まで、毎月１～２回欠かさず作品を持ち寄っ
て展示替えを行っています。

列車待ちの心のやすらぎに　　　　　　　　　　　　　　　　　　－  ＪＲ佐用駅待合室  －

ショーケースの前で

　８月３１日に神戸市立ポートアイランドスポーツセンター
で第４３回兵庫県中学校学年別水泳競技大会、第４３回兵庫
県中学校新人競技大会が開催され、三日月中学校３年生の東
本遥さん（春哉）が女子１００ｍ自由形３年の部で見事に第
２位（記録1'05''82、昨年は同大会同種目で３位）になりました。
　保育園の時から水泳を始めた東本さんは、「今年は、練習不
足で後半がなかなか伸びませんでした。電光掲示板で結果を
見て、２位とわかり悔しかったです。当面の目標は、来年の
夏までに１００ｍを１分２秒台で泳ぐことです。水泳が大好
きなので、これからもずっと続けて、将来はコーチになりた
いです」と笑顔で話してくれました。

おめでとう！県中学校水泳大会第２位              －  三日月中学校３年  東本遥さん  －

優勝のチームかたやまＡ

第２位の賞状を手にする東本遥さん
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■対象者
・貸費学生（技術）･･･大学の理学部、
　工学部の３・4年次又は大学院修
　士課程在学の者（年齢制限あり）
・２等陸海空士（男子）･･･18 歳以
　上 27 歳未満の者
・自衛隊生徒（陸）･･･ 中卒（見込者）
　17 歳未満の男子
■受付期間　
・貸費学生（技術）･･･12 月上旬～
　平成 20 年 1月中旬
・２等陸海空士（男子）･･･ 年間通
　じて受付
・自衛隊生徒（陸）･･･11 月 1 日～
　平成 20 年 1月 8日
■試験日（１次）
・貸費学生（技術）･･･ 平成 20 年
　２月上旬
・２等陸海空士（男子）･･･ 受付時
　にお知らせします
・自衛隊生徒（陸）･･･ １次・平成
　20 年 1 月 12 日、２次・平成 20
　年 1月 25 日～ 28 日
■お問い合わせ
　自衛隊兵庫地方協力本部相生地域事務所  　
　　　☎０７９１-２３- ２７５０ 

９月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
８月 21 日から９月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

１０月６日～１１月 5日

人のうごき

８月 21 日から９月 20 日届出分　敬称略

人　口　２１，１６５人（－　１）
　　　　　男 １０，０９２人   （－　５）
　　　　　女 １１，０７３人   （　　４）

　世帯数　　７，３５７戸（　　２）

　９月中の移動
      出生 　１５人　死亡 　２６人
      転入 　３１人　転出 　２１人

１０月は
「労働保険適用促進月間」
事業主のみなさん、労働保険の加
入手続きはお済ですか？
　労働保険とは労災保険と雇用
保険を総称したもので、事業主は
労働者をひとりでも雇い入れた場
合、自主的に加入手続きを行い、
保険料を申告・納付することが義
務付けられています。
■お問い合わせ
　龍野公共職業安定所
　　　☎ ０７９１- ６２- ０９８１
　　　FAX ０７９１- ６２- ０９８９

月
日

曜
日 内　　容 場　　所 時　間

9 火 献血 本紙Ｐ 18 をご覧ください

10 水
高年大学南光教室管外研修 丹波篠山方面
福祉相談 佐用町地域福祉センター 13：30 ～ 16：00

14 日 農村歌舞伎まつり 三河農村舞台 11：00 ～

15 月 さわやかトーク
（町長広聴会）

南光支所（要予約） 10：00 ～ 12：00
三日月支所（要予約）13：30 ～ 16：00

16 火 高年大学三日月教室 三日月文化センター 10：00 ～
17 水 高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～

18 木
高年大学佐用教室体育祭 佐用勤労者体育センター 10：00 ～
行政相談 本紙Ｐ 23 をご覧ください

25 木 弁護士相談 南光地域福祉センター 13：00 ～ 15：30

27 土 南京民族楽団・オリエ
ント管弦楽団佐用公演 さよう文化情報センター 13：30 ～ 16：00

30 火 さよう文化祭（～ 11/4） 本紙Ｐ４．５をご覧ください

薬と健康の週間
１０月１７日（水）～２３日（火）
　　　
○説明書を読み、薬は正しく使いましょう

○用法・用量を守りましょう

防衛大学校・航空学生・一般曹
候補学生・曹候補士募集
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　上郡町では、
清流千種川のほ
とり約７．５㎞
を散策するハイ
キングを開催し
ます。
　当日は、ゴール地点で「白旗城ま
つり」が開催されており、楽しいイ
ベントもあります。
■とき　１１月２３日（祝）
■集合時間　午前９時３０分
■集合場所　ＪＲ上郡駅前
■お申し込み方法
　住所、氏名、年齢、電話番号を記
入いただき、電話、ＦＡＸ、郵送、
Ｅメールでお申し込みください。
■定員　先着２００名
■申込み締切　１１月１５日（木）
■お申し込み・お問い合わせ
　上郡町役場企画総務課

☎０７９１-５２-１１１１
FAX ０７９１-５２- ５１７２

　E ﾒｰﾙ：
　   kikaku@town.kamigori.hyogo.jp

　平成２０年度兵庫県立大学附属中
学校入学者選考の実施日や選考方法
などをお知らせする説明会を開催し
ます。
■とき　１０月２７日（土）
　　　　第１回　午前１０時～
　　　　第２回　午後１時３０分～
■ところ　
　兵庫県立大学附属高等学校体育館
■対象者　
　小学校６年生の保護者、教育関係
者
■参加方法
　兵庫県立大学附属中学校ホー
ム ペ ー ジ（http://www.ajhs.ahs.
u-hyogo.ac.jp）をご覧いただくか、
公立小学校に配布している文書をご
覧ください。
■お問い合わせ
　兵庫県立大学附属中学校
　　　　☎０７９１-５８-０７３５

地域改善対策奨学資金の返還計画
についての見直しや、分割納入、返
還免除についての相談を次のとおり
受け付けます。
■とき　１０月１３日（土）
午前１０時～午後４時
■ところ　たつの市役所分庁舎
１階（大ホール）
■内容　地域改善対策奨学資金の返
還についての相談会
■その他　相談希望のかたは、前日
までに西播磨教育事務所へご連絡
ください。
■お問い合わせ
西播磨教育事務所
　　　☎０７９１-５８-２２６６

近畿府県市在住のカネミ油症患者
のかた（未認定を含む）を対象に次
のとおり検診を実施します。現在、
検診実施案内が届いていないかたで
受診を希望されるかたは、１０月
１２日（金）までに下記へご連絡く
ださい。
■検診実施日
１１月９日（金）、１２日（月）、
１９日（月）
■実施場所
大阪府立急性期総合医療センター
■問い合わせ・お申し込み
兵庫県健康生活部健康局生活衛生課
　　　☎０７８-３６２-３２５７

FAX０７８-３６２-３９７０

１０月１５日～２１日は行政相談
週間です。この期間に合わせて次の
日程で行政相談所を開設します。行
政相談員が行政に対するご意見、ご
要望にお答えいたしますので、お気
軽にご相談ください。
■とき　１０月１８日（木）
午後１時～３時
■ところ　上月支所１階相談室、三
日月文化センター
※相談は無料で、秘密は固く守られ
ます。
■お問い合わせ　総務課
　　　　　　　☎８２-２５４９

かみごおり赤松の里
歴史ハイキング参加者募集

兵庫県立大学附属中学校
入学者選考説明会

佐用町役場 (代表）　       ☎  82-2521
FAX 82-0131

総務課　　　　　　　　☎ 82-2549
上郡町役場企画総務課   ☎0791-52-1111
西播磨教育事務所   ☎0791-58-2266
県立大学附属中学校  　☎0791-58-0735
県健康生活部健康局生活衛生課
　　　　　　　   　☎078-362-3257
自衛隊兵庫地方協力本部相生地域事務所
　　　　　　　　   ☎0791-23-2750
龍野公共職業安定所  ☎ 0791-62-0981

10月 31日（水）です

※納期限を過ぎた場合は、督促
　状を発行するとともに、納期
　限から納付日までの延滞金
　（年率 14.6％）も納めていた
　だくことになります。

町県民税 ( 普通徴収 ) 第 3 期分、
国民健康保険税第４期分、
の納期限は

―  今月の納税相談日   １０月２５日（木）―
受付時間：午前 8時 30 分～午後 5時
受付場所：役場本庁舎税務課
災害・盗難・疾病・失業や廃業など

によって納期限までに町税及び国保税
が納められない場合は、納税相談に応
じます。
■お問い合わせ
　　税務課収納係☎８２-０６６２

介護保険料（普通徴収）第 4期分の
　　納期限は１０月３１日（水）です
■お問い合わせ

　　　健康課　☎８７-８０２０

カネミ油症に係る検
診の実施

西播磨地区地域改善対策
奨学金返還方法等相談会

行政相談所開設
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内藤研究員が関西初 “超新星 ”を発見！
西はりま天文台の内藤博

之研究員が、2007 年 9 月
11日 2時 45分 (日本時間 )、
２m なゆた望遠鏡を用い
て、くじら座にある MCG
-01-5-2 という渦巻銀河を研
究目的で撮影したところ、
超新星らしき天体を発見し
ました。
国際天文学連合、天文電

報中央局 (CBAT) に報告後、チリのラス・カンパナス
天文台で確認観測が行なわれ、9月 12 日「宇宙の日」
に新天体は『超新星 2007ig』と命名されました。
超新星の第一発見は関西圏では初めて、国内の望遠

鏡が発見した超新星としては最も遠い ( 約５億光年 )
ものとなりました（発見時の明るさも最も暗い 18.6
等です）。超新星とは星が大爆発を起こして明るく輝
く現象です。
　　　　西はりま天文台　主任研究員　鳴沢真也

天文クイズ
「超新星」を英語では何という？
(1)　スーパーハクト　　(2)　スーパーノバ 
(3)　スーパーマン　　　(4)　スーパーマーケット

先月のクイズの答え　 (2) みなみじゅうじ座

　散歩にママゴトに絵本に、いとこの悠翔が大好きな
千瑛。世話好きでお手伝いをよくしてくれるけど、み
んなが集まるにぎやかな場所が苦手だね。友達いっぱ
いつくって元気一杯の優しい女の子になってね。いと
この悠翔とも仲良くね。
　　　　　　　　　　　　　　　　パパとママより

編集・発行 /佐用町役場　広報委員会 〒679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1 ☎ 0790-82-2521( 代 )
上月支所：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南光支所：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

FAX 0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたはFAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　８月 26 日に利神小学校グラウンドで、平成 19
年度佐用町消防団佐用支団消防操法大会が開催さ
れました。
　この日のために、６月から練習を重ねてきた佐
用地域の消防団全 17 分団が、真夏の太陽が照り
つけるなか練習の成果を発揮し、消防ポンプ自動
車の部、小型ポンプの部で操作技術を競い合いま
した。
　大会結果は次のとおり（敬称略）。
●消防ポンプ自動車の部
　優　勝　佐用第２機動分団
●小型ポンプの部
　優　勝　佐用第２分団
　準優勝　佐用第１１分団
　第３位　佐用第１０分団
最優秀賞
　指揮者　山口正徳　  （佐用第２分団）
　１番員　梶本健一　  （佐用第１０分団）
　２番員　瓜生原大雅（佐用第８分団）
　３番員　瀬戸弘幸　  （佐用第８分団）

小型ポンプの部で優勝した第２分団の演技

 消防基本操作を競う
－ 平成 19 年度  町消防団佐用支団消防操法大会 －　
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ま
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き

瑛え

ち
ゃ
ん

　 『超新星 2007ig』


